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野
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北

海

道

林

業

試

驗

場

要

錄

昭
和
十
五
年
：/

f.
月 

第

四

號

融
雪
期
に
於
け
る
積
雪
密
度
に
就
て

帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場

(

北

海

道
•

札

幌)



融

雪

期

に

於

け

る

積

雪

の

密

度

に

就

て
. 

帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場 

柳 

澤

聰

雄

1

は

し

が

き

秋
專
期

1111
の
長
い
北
海.

in
に
於
て
は
、
必
然
的
に
あ
ら
ゆ
る
方
而
に,

の
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
我
々
は
、
森
林
の
保
護
者 

と
な
る
と
同
時
に
一
面
恐
る
べ
き
破
壊
者
と
も
な
る
積•4
の
聶
性
質
を
、
科
學
的
に
闘
明
し
て-
J;
害
を
未
然
に
防
止
す
る
と
共
に
、
更
に
こ
の
天
惠 

を
秋
極
的
に
利
用
す
る
辟
を
常
に
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
る
〇

そ
の
*';•

の
利
用
の-

っ
と
し
て
原

HI
按
師
の
提
案
に
て
、
咋
年
四
月
林
木
種
子
の
-1..
中
貯
藏
を
實
行
し
た
際
、
是
れ
に
關
聯
し
て
聲
の
密
度
其 

の
他
二
、
三
の
點
に
付
き
調
査
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
取
纏
め
此
の
小
文
を
綴
っ
た
。

本
文
に
於
て
は
、
黎

遍
(

秋?•

初
日
よ
り
消
…
日
迄
の
間)

を
便
宜
分
ち
て
、
臥
一
本
期
と
槃
価
に
區
別
し
、
 

臥
部
期
と
は
積
僅
初
日
よ
り
融 

•■I-"
期
に
入
る
前
日
迄
の
間
と
し
融
"1;•

期
は
、
共
の
後
消
雪
日
迄
の
間
と
し
た
。

尙
本
稲
に
對
し
て
は
始
終
原
川
場
長
の
御
敎
導
を
賜
り
又
調
査
に
當
っ
て
は
定
山
溪
出
張
所
の
方
々
並
に
場
員
丸
山
光
矣
氏
の
御
袖
助
を
賜
は
つ 

た
事
が
頗
る
多
く
、
記
し
て
崩
く
御
禮
申
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

2

調
查
地
の
地
況.
亚
にM
蒙
狀
況

調
査
ケ
處
は
札
幌
支
局
定
山
溪
出
張
所
部
内
、
 

定
山
溪
爭
業
區
危3

班
の
夕
日
山
登
山
口
附
近
で
、
 

民
地
と
隣
接
せ
る
防
火
線
及
び
そ
れ
に
緻
く 

汕
卵
枝
・
々̂

內
で
行
っ
た
。
其
の
地N
の
海
拔•
高
は
•*
■•
ー〇
米
で
あ
る
。
調
査
月
日
は
昭
和
十
四
年
四
月
ニ
ー
ー
日-

二
四
日
に
亘
り
、
種
于

<1?
中 

貯
蔵
中
に
行
っ
た
。
共
の
當
時
の
氣
象
狀
況
並
・
に
該
冬
季
間
の
降
・
靠
及
び
氣
溫
を
‘
定
山
溪
出
張
所
の
觀
測
結
果
に
依
り
表
示
す
る
と
、
第
一
圖 

第
二
圖
及
第
一
表
の
如
く
で
有
る
。
昭
和
二
ニ
ー

ー
四
午
冬
期
間
は
降
指

並

に降
?
： •

頻
度
平
年
に
比
し
頗
る
多
く
、
為
に
附
近
御
料
林
の
運
材
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3

調

查

方

法

密
度
は
土
壊
採
集
用
深
さ
五
槻
、
容
凡
ー O
Q

e.e.
の
鋼
缄
製

1111
筒
を
用
ひ
、
各
層
の
自
然
狀
態
の
者
を
採
り
之
を
〇
・
ー
瓦
感
度
の
天
秤
に
て
秤 

是
し
密
度
をW
出
し
た
。
又
硬
度
は
普
通
直
徑
二
〇
枫
巾
さ
六
〇
〇
瓦
の

lai
錐
を
専
面
上
一
〇
枷
の
高
さ
に
懸
垂
し,

こ
れ
を
落
下
せ
し
め
積
儔
面 

に
生
す
る
穴
の
直
径
に
て
測
量
を
行
ふ
樣
で
あ
る
が
、
今
回
は
木
製
徑
七
槻
、
垂
量
八
二•

二
瓦
の
球
形
の
も
の
を
高
さ
ー
米
の
ケ
處
よ
り
垂
直
に 

落
下
せ
し
め
、
積
::,;
面
に
生
す
る
穴
の
直
徑
を
硬
庄
と
し
た
。

4

旣
往
に
於
け
る
各
地
の
積
雪
密
度
の
調
查
結
果

秋
:1.:
密
度
に
付
い
て
は
古
く
か
ら
數
多
の
調
査
硏
究
が
あ
る
が
、
こ
れ
は.
告
の
結
品
並
に
其
の
結
合
度
、
融
解
程
度
に
依
り
著
し
く
異
る
爲
、
積 

4
が
水
を
以
て
飽
和
さ
れ
て
居
ら
ぬ
臥
:-1.:
期
と
撤4
期
に
區
別
し
て
考
へ
る
を
便
と
す
る
。
今
降
写
時
期
に
よ
り
考
察
す
れ
ば
、
初
雪
の
頃
は
一
般 

に
積
:-,;:
前
少
く •

且
つ
新:
J;
多
き
た
め
平
均
密
度
は
冬
季
中
の
最
少
で
あ
る
が
、
處
に
よ
り
て
は
氣
溫
未
だ
嚴
寒
期
に
比
し
低
下
せ
ず
、
濕
雪
の
降 

る
こ
と
多
き
為
一
月
頃
に
比
し
却
っ
て
密
度
の
大
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
初
冬
の
弑:

di:
平
均
密
度
の
變
化
の
一
例
を
擧
げ
る
と
、
大
森
宗
祐
氏
の 

勝
山
森
林
測
候
所
附
近
に
於
て
、
昭
和
八
年
及
九
年
に
測
定
し
た
結
果
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

次
に
弑g
各
府
の
密
度
の
變
化
は
一
般
に
臥
席
期
に
於
て
は
、a
ー
害
の
表
層
よ
り
深
部
に
至
る
に
從
ひ
漸
次
增
大
す
る
。
こ
の
二
、
三
の
例
を
擧 

ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

ー
、
阿
部
幸
次
氏
明
冶
四
一
年
於
札
幌

7

••.If
業
に
は
多
大
の
支
障
を
來
し
た
程
で
あ
っ
た
。

牝 ら7. -X•七V,し.*.孑・冗 诳 匕 如」ろ53 %子,カ、牝1a女ラ•ラ、・

第一表

自昭和13年11月晶14年4月 月平均氣象表

氣 溫 最高氣溫. 最低氣溫 地 温 備 考

11 2*8° 5-7° -0-2° 0.6° 初雪日10月1F日

12 一 4・5。 -1.8° -9-4° -3-1°

1 一 6-6。 -4-7° -12-1° 一 3,6。

〇 -5.7° 一 4・1。 -6*7° 一 3・7。

3 -0.4° 1*8° -8-9° -3.4° 終雪日3月31日

4 G-8° 9-5° -2«5〇 -0-7°
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以
上
の
三
例
は
何
れ
も
臥
弋
期
の
初
期
の
測
定
で
あ
っ
て
、
積
・"

の
深
さ
を
増
す
に
伴
ひ
密
度
も
増
大
す
る
が
、
其
の
後
室
表
面
の
露
出
時
間
卽 

ち
次
回
降
ぷ
ま
で
の
期
間
の
長
短
及
共
の
期
間
中
に
於
け
る
氣
溫
の
高
低
、
降
雨
の
冇
無
に
依
り
積/

表
層
部
の
・
ル
質
の
變
化
を
生
す
る
場
合.
に
は 

共
の
後
に
積
:';:
す
る
部
分
と
にU
質
相
異
點
を
生
じ,

積
r';:
斷
而
に
於
て
、
氷
層
又
は
ザ
ラ
メ
：';:
居
の
挾
ま
っ
て
居
る
の
を
視
る
が
がm
來
る
。
こ 

の
埸
合
の
實
例
を
示
せ
ば
、
佐
木
義
夫
氏
の
昭
和
四
年
一
月
、
新
庄
附
近
に
於
て
調
査
し
た
結
果
は
、
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〇•37
9
1  

四
五
—
五
五
椀
間
に
-';:
質
相
異
限
界
が
あ
る
。

卽
ち
臥
:,;
期
の
末
期
或
は
融
•';
期
初
期
に
入
れ
ば
、
强
き
日
射
又
は
降
雨
に
依
り
一
度
融
解
し
初
め
た
表
層
の:

d?
が
、
再
び
凍
結
し
た
上
に
其
の 

後
の
・
を
視
る
事
が
有
っ
て
‘
此
等
の①

の
經
過
し
來
っ
た
經
歷
に
よ
り
一
雪
の
狀
態
を
異
に
し
て
、
上
下
に
於
け
る
密
度
の
分
布
も
單
一
で
無
く 

な
る
。
こ
の
深
さ
に
よ
る
密
度
・
の
變
化
を
圖
示
す
れ
ば
多
く
鋸
協
狀
に
な
り1
質
を
異
に
す
る
各
種
の
府
を
視
る
事
が
出
來
る
。
例
へ
ば
佐
木
義
夫 

氏
、
昭
和
四
年
三
月
、
大
曲
營
林
署
七
五
三
掛
苗
圃
の
測
定
結
果
は
次
の
如
く
で
あ
る
。_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

S
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〇•53
7  

〇•55
6  

〇•5

〇5  

〇•57
6  

• 

融
:1;
期
の
中
頃
に
至
れ
ば
臥
:-'.:
期
と
大
い
に
異
り
、
密
度
は
數
倍
に
な
る
と
共
に
各
層
の:

J;:
の
・
経
歷
に
依
り
密
度
配
布
狀
態
も
、
上
層
に
大
に
し 

て
下
層
こ
れ
に
次
ぎ
中
層
少
き
こ
と
あ
り
、
又
反
對
に
中
居
に
密
度
最
大
な
る
時
‘が
あ
っ
て
各
地
に
於
け
る
測
定
結
果
も
區
々
で
有
る
が
、

一
般
的 

に
言
へ
ば
降
雨
又
は
强
き
日
射
の
影
麴
を
蒙
り
、
全
層
に
涉
り
ザ
ラ
メ

5!;:
化
し
て
各
層
〇.
密
度
は
均
ー
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
又
平
均
密
度
は
融
雪 

中
期
に
最
大Q

し
て
、
末
期
に
於
て
却
っ
て
僅
か
に
減
少
を
來
す
こ
と
が
あ
る
。 

• 

こ
の
融
;-!;:
最
盛
期
頃
の
各
層
密
度
の
例
を
舉
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
十
日
町
大
正
一
二
年
四
月
一
六
日
、
小
林
誠
吾
氏
調
査
結
果 

s

w
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又
臺
灣
、
髙
山
地
帶
の
融
：,;:
期
の
弑
弋
密
度
を
調
査
せ
ら
れ
た
田
中B
氏
に
依
れ
ば
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

q
x

7

U 
ヾ
キt
y

n
.9

.
2
0
0
m  

=N 
倉
一-
i?43 SH

-n-s

9
,
3〇

 

箋
巴 7  oc

タ
ク

シ
ャ

ク
ン
山
頂 

3.500m
 

同
日
午
後

2
時

 
氣
溫

12°c

看

員邕

〇 〇 〇 〇 W 
員0网

’〇〇
§忘

臺
灣
髙
山
地
帶
に
於
て
は
春
季
、
::,;:
表
面
よ
り
急
速
に
融
解
し
初
め
る
爲
に
深
層
は
表
層
部
よ
り
却
っ
て
密
度
小
と
な
つ
て
居
る
。
 

以
上
の
如
く
積

L';:
の
密
度
は
、
臥
•';:
期
か
ら
融
•';:
期

へ
の
遷
移
と
共
に
次
第
に
變
化
し
て
、
そ
の
間
氣
温
の
高
低
が
密
度
に
最
大
の
影
響
を
及
ぼ
す 

も
の
で
あ
る
。 

•

5

林
內
外
に
於
け
る
比
較

林
內
外
に
於
け
る
積
-';
虽
並
に
密
度
を
比
較
す
る
爲
に
、
防
火
線(

巾
一
八
米)

の
略
中
央
の
ヶ
處
と
之
に
隣
接
せ
る
ヤ
チ
ダ
モ
、
シ
ナ
、
イ
タ 

ャ
等
濶
葉
樹
壯
齢
林
內
二
ケm
に
於
て
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
を
示
せ
ば
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

湖
U

泳

釜

9

a

〇
15

s-

40-45 | 
C0—

65 
1 80-85 

j 100—
105

1 
g 
I 
留

140—
145

160-165

10——

芻s

降・ 
春9

b
林 

外
 

和
和

14年
4
月

13
日 

午
後

2-3
時 

氣
溫3%

降
雨
中

茗

忌

0—
5 

0.467 
;

P 

言

20—
25 

0.478 

積
河 S? 〇

云

40—
45

0.387

j 
l.SSin

L 〇

m co

CO—
65 

0.497

〇 
忘 
7

80—
85 

0.522 

平
均
密
度

1

100 -
105 

0.532 

0.501

0.477

0.424

120—
125

0.542

1

〇 
.4
a

140—
145

1

0.512
・

・

!

〇 
巻 
7

160—
165'

0.547

•打 
〇

180—
185 

0.522

積
・
靠
ぼ
從
來
の
調
査
に
依
る
と
、
林
内
の
秋

J;:
は
樹
冠
の
為
に
常
に
林
外
よ
り
小
で
あ
っ
て
、
共
の
降
り
初
め
は
林
外
に
は
可
成
り
積
雪
す
る1 

が
、
林
內
は
樹
冠
に
載
耳
す
る
の
み
で
尙
積q
が
見
な
い
こ
と
が
あ
る
。
融
雪
期
に
入
り
て
は
林
外
の
融
雪
急
な
る
爲
林
內
積
方
の
深
さ
は
、
却
つ 

ー
 

て
林
內
を
超
ゆ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
關
係
は
上
木
の
針
葉
樹
で
有
る
か
濶
葉
樹
で
有
る
か
、,

又
土
地
の
向
き
に
よ
り
て
も
異
る
。
尙
川
由
正
夫
、
 

高
橋
喜
平
兩
氏
が
川
尻
營
林
署
附
近
で
、
林
內
外
の
積
靠
を
調
査
せ
ら
れ
た
結
果
を
見
て
も
、 

落
葉
樹
、
濶
葉
樹
林
に
於
て
は
裸
地
に
比
し
て
特 

に
顼
著
な
る
差
異
が
な
い
が
、

一
般
に
果
衆
稍
小
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
本
調
査
の
場
合
も
上
木
は
落
葉
樹
、
潤
葉
樹
な
る
爲
積
雪
虽
は
殆
ル
ど 

林
內
外
大
差
な
く
、

ー
〇
極
の
差
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
ス
一
方
密
度
は
林
內
に
於
て
は
各
層
共
小
に
し
て
、
林
外
は
前
日
來
の
降
雨
に
よ
り
深
層 

ま
で
密
度
の
變
化
の
喙

を
受
け
て
居
る
。
黑
澤
滋
氏
の
調
査
に
依
れ
ば
森
林
內
の
密
度
は
林
外
密
度
に
比
較
す
る
に
、
何
れ
も
林
內
の
方
が
小
で 

あ
る
と
言
は
れ
、
そ
の
結
果
と
も
一
致
す
る
。
又
前
記
川
田
正
夫
、
高
橋
喜
平
兩
氏
に
依
る
調
査
も(

四
月
六
日
調
査)

無
立
木
地
平
均
密
度
〇
、
 

四
二
九
に
比
し,

榆
幼
齡
林
は
〇
、
三
九
三
で
あ
っ
て
林
木
の
密
な
る
程
密
度
小
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
差
僅
に
一 

〇%

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ 

て
居
る
。
之
れ
は
林
內
の
氣
溫
及
日
射
我
等
は
林
外
に
比
し
て
、
孰
れ
も
較
差
小
に
し
てK

・
質
の
够
響
を
及
ぼ
す
が
小
な
る
爲
と
考
へ
ら
れ
る
。 

林
內
に
於
て
は
降
雨
の
影
缪
を
壁
け
ざ
る
深
さ
二
〇

-M
以
下
、
林
外
に
於
て
は
四O
M
以
下
は
深
さ
を
増
す
と
共
亿
密
度
も
地
大
す
る
が
、
何
れ



も
地
上
五
〇
極
附
近
に
密
度
小
な
る
ヶ
處
・
が
あ
る
。
今
林
內

の

積

面
よ
り
二
〇
樞
以
下
の
密
度
と
深
さ
の
關
係
式
を
最
小
二
乘
法
で
求
む
れ
は
、

f  

=
=  

〇•3L0
4-.P

0
0
1
6
Z

と
な
る
。f
は
密
度
、Z
は
深
さ

函
舘
に
て
國
井
幸
次
氏
の
昭
和
八
年
三
月
に
調
査
せ
ら
れ
た
結
果
を
比
較
す
る
た
め
に
あ
ぐ
る
と 

次
の
如
く
で
あ
る
。-n

 
〇•16

-S+OO
菖

Z

卽
ち
降
・
ル
初
期
に
於
て
は
比
較
的
公
式
化
が
容
易
で
あ
る
が
、
融
雪
期
に
入
り
て
は
雪
質
を
異
に 

す
る
柿
々
な
る
」
府
を
含
む
と
共
に
、
調
査
ケ
處
に
よ
り
て
密
度
が
甚
し
く
異
る
為
に
公
式
化
す
る 

こ
は
危
險
で
あ
る
。

次
に
傾
斜
面
に
於
け
る
林
內
外
の
積
-,,?

密
度
を
比
較
す
る
爲
、
潤
葉
樹
林
內
北
面
傾
斜
二〇

度
の 

地
と
防
火
線
內
北
四
面
傾
斜
二〇

度
の
地
に
於
て
測
定
し
た
結
果
を
示
せ
ば
次
圖
の
如
く
で
あ
る
。 

積
円
址
は
林
內
に
於
て
は
、

ー
 

・
九
〇
来
、
林
外
に
於
て
は
三
・
〇
四
米
あ
り
て
傾
斜
上
方
か
ら
の 

積.
叫
の
移
動
等
に
依
り
大
差
が
生
じ
た
の
と
思
は
れ
る
。
次
に
密
度
の
變
化
を
見
る
に
、
平
坦
部
に 

於
け
る
が
如
く
林
外
の
密
度
大
で
有
る
事
無
く
、
却
っ
て

y;
表
下
二
〇
—
六
〇
槌
間
は
林
內
の
方
大 

に
し
こ:

〇
〇
米
以
下
は
林
內
外
と
も
略
同
一
で
あ
る
。
林
外
に
於
て
雰
表
面
下

一
四
〇
—
二
六
〇 

糠
間
の
密
度
は
〇
・
五
ー
の
內
外
に
し
て
略-

定
し
て
居
る
。

6

南
北
兩
傾
斜
面
に
於
け
る
比
較

南
北
兩
斜
面
の
氣
象
因
子
に
多
大
な
差
異
を
生
ず
る
が
は
、
特
に
太
陽
の
高
度
低
き
髙
緯
度
地
方 

に

B!
著
で
有
り
、
當
然
冬
季
間
の
積
*1.-

牡

並

質

に
相
異
を
生
す
る
事
は
、
平
田
徳
太
郞
氏
の
長
野 

縣
木
祖
森
林
測
候
所
附
近
に
調
査
せ
ら
れ
た
南
毗
兩
斜
面
の
秋
年
の
比
較
に
よ
り
、
積
専
日
數
、
最 

深
積
无
、
積
算
・

r'!.
深
共
に
北
面
は
南
而
よ
り
も
何
れ
も
多
又
は
大
で
あ
る
と
結
論
せ
ら
れ
た
事
に
依

12

仄e
 

3
 |
9

野 

れ

双
f

。
艮 

向

故

彳̂

ク
—<

时

it&

"

%

>< 

解
打£

半

章
イ
れ
。̂

を

っ
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
南
北
兩
斜
面
に
於
け
る
融
解
狀
態
や
零
質
の
相
違
は
融
雪
期 

,
に
近
い
森
林
踏
査
の
際
常
に
氣
付
く
點
で
あ
々
そ
れ
故
こ
の
關
係
を
西
流
の
小
澤 

を
は
さ
ん
で
南
北
兩
斜
面
に
於
て
秋
--,.•

密
度
及
び
硬
度
を
測
定
し
た
。
兩
傾
斜
面
共 

澤
よ
り
ー
 〇

米
程
登
っ
た
處
で
同
樣
に
傾
斜
二〇

度
の
で
あ
る
。
上
木
は
イ
タ
ヤ
、
 

シ
ナ
、
ミ
ヅ
ナ
ラ
、
シ
ウ
リ
等
の
濶
葉
樹
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
圖
示
す
れ
ば
第
四 

圖
の
如
く
で
あ
る
。

に
就
て
は
南
面
は
ー •

三
八
米
、
北
面
は
ー
・
九
五
米
で
〇
・
五
七
米
の
差 

が
あ
る
。
卽
ち
南
面
の
消
或
の
速
や
か
な
る?

11-
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 

久
各
層
の
密
度
は
南
面
に
於
て
は
北
而
に
比
し
農
し
く
大
で
あ
る
。
硬
度
は
積
雲 

の
密
度
と
密
接
な
即
係
が
あ
り
、

一
般
に
密
度
を
増
す
と
共
に
硬
度
も
增
す
の
で
あ 

る
が
、
融
或
期
に
は
密
度
を
増
す
に
つ
れ
硬
度
が
却
っ
て
減
す
る
事
が
あ
る
。
こ
れ 

は
今
回
の
調
査
に
於
て
も
南
北
共
表
層
は
水
を
含
む
事
多
く
密
度
が
大
で
あ
る
の
に 

却
っ
て
硬
度
を
減
じ
て
居
る
。
深
さ
二
〇
極
以
下
は
大
體
密
度
を
増
す
に
つ
れ
硬
度 

を
增
す〇

次
に
密
度
測
定
時
の
兩
傾
斜
の
地
表
下
五
规
の
溫
度
を
測
定
す
れ
ば
、
南
面
は 

(
+
)
 

一
 

・
五OOC
な
る
に
反
し
、
北
面
は(
+
 ) 

〇

・
七
五
。C
に
し
て
南
面
が
少 

し
髙
溫
で
あ
る
。

7

溪
畔
平
坦
鄱
內
の
小
起
伏
地
に
於
け
る
比
較

溪
畔
平
坦
地
內
の
僅
か
な
凹
凸
に
よ
り
て
生
す
る
微
地
形
的
變
化
が
積
耳
密
度
並

に
積
書
量
に
及
ぼ
す
影
響
に
付
き,

調
査
し
た
結
果
は
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。 

て
の
凸
地
と
凹
地
の
高
低
差
は
大
駱
ニ
〇
糧
內
外
で
冊
離
四
米
を
距
っ
て
居
っ
た
。

13
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窪
地
中
央
部
は
:,;:
汁
流
下
の
通
路
に
當
り
、
融4
期
に
は
常
に
多

141:
の

r';:
汁
が
通
過
又
は
停
滞
す
る
た
め
、

--1.:•

汁
に
よ
る
積

2;:
底
部
よ
り
の
融
解 

速
や
か
に
し
て
凹
部
に
か
ゝ
は
ら
ず
秋?

？:

lii:
非
常
に
少
く
、
此
際
と
の
間
に
大
き
な
空
隙
を
有
し
、
午
後g
汁
多
き
時
は
そ
れ
が
積

■',<
底
部
を
洗
ふ 

為
に
、
底
部
は
水
を
も
っ
て
全
く
飽
和
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
故
に
非
常
に
密
度
大
に
し
て
〇•

七
二
四
で
今
回
調
査
せ
る
內
破
大
で
あ
っ
た
。
凸
部 

は
之
に
反
し
・
-*,.•

汁
停
滯
す
る
こ
と
な
く
、
從
っ
て
弑
-,.:
底
部
と
地
而
と
の
間
は
空
隙
を
殆
ん
ど
冇
せ
ず
、
密
度
も
地
上
二
〇
粧
の
ケ
悬
こ
比
し
却
っ 

て
減
少
を
示
し
て
居
る
。
勝
谷
稔
氏
が
烏
取
縣
智
頭
地
方
に
て
測
定
せ
ら.
れ
た
結
果
も,

n>
地
を
爲
し
水
排
け
惡
る
き
處
に
は
地
面
に
近
い
程
密
度 

を
増
す
と
結
論
せ
ら
れ
、
次
の
測
定
價
を
揭
げ
ら
れ
た
。

茸
耳"

D

志
的 

導

咨 0

-E-O, 

书 

・
苔

0—
1
0

 

1
0

1
2

0

 

2
J

 

3
0

 

〇.50  

0
.
4
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〇•37  

〇.42  

0
.
4
5  

〇•42
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9 知国

酊
ち
地
上
僅
か
の
凸
凹
が
消
狀
況
に
種«

影
響
を
及
ぼ
す
爲
、
融
雪
期
の
苗 

の
上
床
と
平
床
、
或
は
排
水
淌
の
有
無
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
沸
汁
が
苗
木
に
及
ぼ 

す
鬣

に
大
・
差
を
生
じ
、
各
桢
生
理
的
又
は
病
理
的
障
害
を
惹
起
す
る
事
が
有
る 

故
、
特
に
融
専
期
に
於
け
る
特
殊
の
環
境
に
付
き
一
段
と
考
慮
を
拂
ふ
必
要
が
あ 

る
。 

• 

8

同
一
ケ
處
の
融
雪
期
に
於
け
る
密
度
の
變
化 

林
內
外
の
積
雪
密
度
比
較
ケ
處
に
於
て
、
共
の
後
の
密
度
の
變
化
を
測
定
し
、
 

そ
の
結
果
を
圖
示
す
れ
ば
第
五
圖
の
如
く
で
あ
る
。

林
內
外
共
最
初
測
定
し
た
四
月
ニ
二
日
よ
り
ー
〇
日
後
に
於
て
、
各
層
共
密
度 

を
増
加
し
、
特
に
林
內
に
於
て
は
そ
の
變
化
甚
し
く,

そ
の
內
雪
表
面
よ
り
深
さ 

二
〇
—
六
〇
極
の
間
に
於
て
急
激
な
る
密
度
の
變
化
が
有
る
。
林
外
裸
地
に
於
て 

は
林
內
に
比
し
急
激
な
密
度
の
變
化
か
無
く
、
四
月
ニ
二
日
測
定
せ
る
も
の
よ
り 

一
六
日
測
定
の
も
の
却
つ
て
平
均
密
度
の
減
少
を
見
た
が
、
勿
論
測
定
ケ
處
の
僅 

少
な
差
異
に
就
て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
積
專
量
の
減
少
は
勿
論
林
外 

に
於
て
甚
し
く
、

一
 〇

日
間
に
林
內
に
於
て
は
六〇

極
に
對
し
、
 

林
外
に
於
て
は 

七
三
糧
の
消
零

ill;
を
見
た
。

福
井
縣
、
勝
山
森
林
測
候
所
に
て
、
昭
和
九
年
融
雪
期
に
於
て
大
森
宗
祐
氏
の 

測
定
せ
ら
れ
た
結
果
に
依
れ
は,

融m
期
の
初
期
に
は
次
第
に
密
度
増
加
し
て
、
 

融
:,.:
期
中
頃
の
四
月
初
旬
に
最
大
密
度
〇
・
五〇

九
に
達
し
、融

41/
末
期
に
は
僅
少 

の
減
少
を
示
す
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。 

•
• 

-

15



表
層
二〇

糧
以
上
の
氣
溫
の
上
昇
と
共
に
密
度
も
增
加
す
る
が
、
午
後
二
時
の
深
さ
四
〇
楓
以
下
に
於
て
は
、
午
前
八
時
測
定
に
比
し
反
っ
て
減 

少
を
來
し
て
居
る
。

智
頭
森
林
測
候
所
に
於
て
大
正
一
四
年
二
月
下
旬
に
於
て
、
勝
谷
稔
氏
が
每
四
時
間
每
に
測
定
せ
ら
れ
た
結
果
に
依
る
と•

各
層
何
れ
も
午
後
二 

時
及
び
午
後
六
時
に
密
度
大
と
な
い
午
前
二
時
及
午
後
六
時
に
小
と
な
る
が
如
き
變
化
を
繰
返
す
と
述
べ
ら
れ
、
楸
:-,.•

期
に
於
て
も.
上
表
檢
度
が
最 

低
氣
溫
〇
ぐ
に
低
下
す
る
時
に
は
同
様
の
變
化
を
繰
返
す
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
 

融

トヾ末
期
に
於
て
は
多
く
は
最
低
氣
溫
〇/

以
下
に
下
ら
な
ハ
た 

め
に
、
そ
の
密
度
の
變
化
も
殆
ん
ど
無
い
や
つ
に
思
は
れ
る
。

又
橄•I
・
町
の
積-
表
面
に
は
煤
煙
共
の
他
に
よ
り
、
局
部
的
に
微
小
な
る
凸
凹
が
生
す
る
こ
と
多
く
、
こ
れ
等
に
よ
る
密
度
の
變
化
を
調
査
せ
る 

に
次
の
如
く
五
槻
間
隔
に
五
ケ
處
測
定
し
た
結
果
は
次
の
如
く
で
有
つ
て
、
最
大
と
最
小
の
密
度
の
差
は
〇•

。

一
六
で
あ
つ,
こ
。—

初
山
上
届
部
は
太
陽
直
射
並
風
の
影
・
響
等
に
よ
り
、
融
解
或
は
凍
結
を
繰
返
し
、
 

密
度
も
之
に
從
ひ
日
穴
變
化
を
見
る
の
で
あ
る
。
防
火
線
內
こ 

於
て
午
前
八
時
と
午
後
二
時
と
の
密
度
を
調
査
し
た
結
果
を
示
す
と
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
。
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踏
み
付
け
た
ケ
處
の
度
密
と
其
の
變
化

踏
み
付
け
た
ケ
處
の
密
度
は
そ
の
硬
度
と
共
に
、
冬
季
の
運
材
道
の
道
付
け
又
は
そ
の
手
入
れ
等
に
必
要
で
あ
る
と
共
に
、
卷
蔵
の
際
に
そ
の 

消
・
•l•
■..::
.-,il
に
影
縛
を
及
ぼ
す
事
大
で,

應
用
上
必
要
な
る
事
で
あ
る
。

今

af
于•t
中
貯
跋
ケ
處
に
於
て
、
人
夫
で

-,
>'

の
踏
み
込
み
を
行
っ
た
際
に
、
調
査
し
た
結
果
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
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ゝ

以
上
の
如
く 

一
度
踏
み
固
め
た
ケ
處
は
附
近
積
専
密
度
に
比
し
〇•

一
五
〇
増
大
す
る
。
又
一 〇

日
後
に
於
て
も
同
樣
〇•

ー
ー
ニ
の
密
度
の
相
異 

を
來
し
て
居
る
。
次
に
數
回
木
材
を
試
み
た
る
バ
チ(

人
力
で
運
撤)

の
通
り
た
る
跡
の
密
度
を
測
定
す
る
と
普
通
秋
專
面
に
比
し,

〇
・
〇
四
〇 

密
度
大
な
る
の
み
に
し
て
、
融:
■>
期
に
於
て
は
密
度
に
大
な
る
變
化
を
あ
た
へ
な
い
。
又
石
尾
和
作
氏
が
天
鹽
演
習
林
ケ
ナ
シ
ポ
ロ
に
て
柵
巾
及
桶 

跡
の
・
-,

■•
の
密
度
を
二
月
及
三
月
に
測
定
し
た
結
果
に
依
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
っ
て
、
そ
の
密
度
は
略
同
樣
で
有
る
が
、
硬
度
は
融

<J.:
期
と
非
常
に
異 

っ
て
居
る
も
の
と
思
は
れ
る
。布
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II
碘
雪
期
に
於
け
る
雪
溫

積g
が
水
を
以
て
飽
和
さ

.?L
て
居
ら
館
時
は
積
以
の
溫
度
は
、
積
専
表
面
か
ら
五
〇®

內
外
ま
で
は
氣
溫
の
影
響
に
依
っ
て
每
日
大
骸
規
則
正
し 

い
變
化
を
す
る
が
、
融
・
方
期
に
入
り
讀•上

が
水
を
以
て
飽
和
さ
れ
居
る
時
は
、
積

y;
內
の
溫
度
は
觀
測
時
間
に
關
係
な
く
殆
ん
ど
一
定
で
あ
る
。
佐 

木
施
夫
氏
が
昭
和
四
年
三
月
下
旬
に
七
五
三
掛
苗

[IDJ
に
て
測
定
せ
ら
れ
た
溫
も 
、
每
時
各>

共
(
+
)
 

〇

 
・
二
度
の
恒
溫
で
あ
っ
た
。今
回
林
內
外 

の
積
雲
斷
面
に
棒
狀
密
暖
計
を
入
れ
測
っ
た
結
果
も
、
殆
ん
ど
〇
・
〇

c°
で
一
定
し
て
居
っ
た
。
そ
の
關
係
を
示
せ
ば
弟
七
表
の
通
で
あ
る
。
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〇 S も

〇 さ

〇

〇 
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〇

〇
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1 〇 to 
〇

〇 仗

〇

〇
1 4

〇
〇

〇

〇

卽
ち
、
險
-1.:
期
に
於
て
は
、
極
上
層
は
氣
溫
の
變
化
に
伴
ひ0

c°
以
下
に
降
下
す
る
こ
と
あ
り
、
又
反
對
に
太
陽
の
直
射
に
依
り
〇
度
以
上
に
昇 

る
事
が
あ
る
が
、
積
由
中
は
〇
度
內
外
の
場
合
が
多
い
。

12
む

す

び

本
調
養
は
前
述
せ
る
通
り
、
就
子

中

貯

藏
實
行
の
傍
ら
參
考
と
し
て
行
っ
た
た
め
、
秫«

不
滿
な
點
多
く
後
日
機
會
を
待
っ
て
、
再
調
査
を
致 

し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。

特
に
半
歳
を-

1--
1-

と
接
し
て
暮
す
北
海
道
と
し
て
造
林
上
に
於
て
も
、
利
用
上
に
於
て
も
、
積
算
の
料
學
的
調
査
を
必
要
と
す
る
點
か
非
常
に
多
く 

そ
の
忘
れ
ら
れ
た
稜
-,.■

期
の
環
境
を
、
來
る
冬
每
に
一
問
一
問
解
決
致
し
た
い
と
所
思
ふ
。

參
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第
三
回
雪
害
に
關
す
る
打
合
會
復
命
書
、
昭
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佐
木
義
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秋
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替
林
局

報
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黑

澤

滋

積8
密
度
に
就

て

北
海
道
森
林
氣
象
時
報

昭5 

黑
澤

滋

北
海
道
西
牛
部
に
於
け6
S

密
度
に
就
て
北
海
道
森
林
氣
象
略
報

昭?
 

高

信

保

積

邳
の?a
度
及
密
度
の
觀

測

北
海
道
氣
象
月
報
大
正n 

北

HI
道
男
・
積
件
に
關
す
る
倒
五
報
吿
笫
一
報 

北
海
道
氣
象
月
報 

昭9 
2
月
魂 

國
井
幸
次 

函
蠲
に
於
け
る
心
及
技m
の
密
度
に
就
て 

北
海
道
氣
象
月
報 

昭9

十
月
號 

勝
谷 

稔 

烏
坂B
智
頭
地
方
の
雪
に
就
て 

森
林
治
水
氣
象
彝
報7
號 

大
正"
 

大
森
宗
祐 

自
昭
和S
年
至
同9
年
冬
季
の
大
雪
並S
に
農
す
る
二
、
 

三
の㈱

杏
一
報
吿 

昭

10 

大
森
宗
祐 

發
雪
の
密
度 

森
林
治
水
氣
狼
彝
報8
麴 

大
正

10 

小
林
誠
吾
鹽
浦
忠
我
十
日
町
に
於
け
る
積
寧
密

度

森
林
治
水
氣
象
绑
報3
號
大
正
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H1
中

薰

察

濟

の
山
と
蕃
人
昭

11

川
田
正

夫•
髙
橋
喜
平 

林
相
と
蝉
質
に
及
ぼ
す
影
參
に
就
て 

昭
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目
本
林
學
會
大
會
講
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石
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學
的
游
究
と
共
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及(
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